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点
と
良
町
中
点
の
間
隔
で
必
要
と
思
っ
た
も
の

に
だ
砂
距
離
を
の
E
で
測
定
し
た
。

第
二
賞
設
で
は
背
部
に
裂
で
横
E
E
Z
、
鍛
誌
の
E
の
捺
盤
の
自
の
様
に
線
を
引
き
、

そ
の
自
主
一
つ
づ
っ
測
定
し
た
。

川
判
官
段
成
績

• 
右
の
如
く
し
て
得
た
パ
h
l
y
は

左
図
の
加
き
も
の
と
し
て
一
不
正
れ

.
る。
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第 7 表

第

三

項

考

技

第
一

実
験
で
は
、
厨
で
良
導
点
が
沢
山
に
現
は
れ

τい
る
。
脊
維
の
総
聞
で
一
つ

づ
っ
良
導
占
‘
が
出
て

h
M
P、
そ
れ
よ
り
左
右
両
側
G

O
E

忍
の
所
に
叉
縦
に
良
穂
点

が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
も
う
一
つ
両
側
に
も
綬
に
良
導
点
が
並
ん
で
一
い
る
。

E
の
二

つ
が

吋
ゆ
良
導
絡
で
ゐ
り
、
脊
椎
の
稔
聞
に
縦
に
並
ん
で
い
る
の
を
後
五
中
良
導
絡

(
H
M
良
導
絡
)
と
よ
ぷ
ζ

と
と
す
る
。

ω

第
二
実
験
で
は
背
部
を
す
き
ま
左
〈
測
定
し
た
も
の
で
ゐ
る
。
第
七
頚
椎
よ
り

ZEd-
下
か
ら
急
に
逝
氾
抵
抗
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
大
体
充
右
対
称
的
に
な
っ
て

い
る
事
が
多
〈
、
他
の
例
で

、
帥
献
を
合
計
す
る
と
脊
径
を
中
心
托
し
て
左
右
閉
め
E
と

t
5
の
所
が
電
流
設
が
多
い
例
が
ゐ
っ
た
。
こ
れ
は

同よ

良
県
絡
を
訟
も
わ
せ
る
例

で
ゐ
る
。
被
検
者
に
よ
っ
て
色
々
迎
氾
抵
抗
の
ー個
休
差
が
み
ら
れ
る
。
存
株
間
左
右

Z
E
ぐ
ら
い
の
所
に
綴
に
良
導
有
が
並
ぶ

E
と
が
多
い
。

E
の
乙
と
は
急
性
疾
患

に
よ
〈
混
は
れ
る
様
で
ゐ
る
。
慢
性
化
す
る
程
外
側
に
現
は
れ
る
と
券
え
ら
れ
る
u

第
四
項

紡

認

背
郊
の
通
包
抵
抗
は
頚
屑
に
か
け
て
低
〈
、
下
る
程
低
く
な
っ
て
い
る
。
背
部
の

良
翠
点
は
脊
樵
聞
の
鍛
と
.
そ
の
両
側
ω
E
S
ぐ
ら
い
の
所
、
白

o
E
ぐ
ら
い
の
所
に

縦
に
良
県
白
が
い
加
ぶ
場
合
が
多
い
。

良
導
絡

に
於
け
る
プ
ロ
カ
イ
ン
注
射
の
影
響

泣
ハ
の
五

第

一

項

緒

言

良
導
絡
は

一
連
の
交
感
神
経
、
興
田
市
性
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
生
-
す
る
と
み
ね
ば
な

ら
由
も
の
で
ゐ
る
。
良
抵
苫
・

に
刺
激
を
与
え
る
と
、
そ
の
所
属
の
良
線
絡
は
勿
論
他

の
良
導
絡
に
も
影
響
主
及
宿
す
。

E
の
影
響
を
海
中
で
遮
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
か

ど
フ
か

に
つ
い
て
実
験
し
た
。
交
感
神
経
は
プ
ロ
カ
イ
ン

に
よ
っ
て
峠
d

附
さ
れ
る
と

制・
3
税
と
鈴
『
開
閉
さ
れ
な
い
と
籾
コ
税
と
が
ゐ
る
が、

此
処
で
は
吋
0

・民
導
絡
及
び
叶
-

良
市
時
給
上
で
刺
激
点
を
は
さ
ん
で
求
心
的
部
位
と
遠
心
的
部
位
と
で
通
電
抵
抗
を
測

定
し
.
一
方
の
測
定
部
位
と
刺
激
点
の
良
埠
絡
上
じ
プ
ロ
カ
イ
ン
を
注
射
し
た
所
、

モ
の
後
の
利
政
に
は
影
響
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
側
、
斯
る
結
果
を
件
る
に
至
っ
た

実
験
成
績
を
記
載
す
る

E
と
と
す
る
。

第

二

項

笑

験

川

笑
験
資
料

一
第
一

実
験
第
二
実
験
と
も
中

O
義

O
れ
才
男
性
此
実
験
は
刺
激
抽
び
刺
激
効

果
主
検
す
る

に
デ
リ
ケ
ー
ト
huv

己
と
を
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
弱
者
自
ら
の
分
休
を
供
黙

す
る
と
と
と
し
た
。



ω・
実
験
装
置

良
明
暗
点
電
流
量
測
定
銭
眠

内
同
実
験
方
法

第
一
実
験
は
右
足
『
a
良
昭
絡
上
仁
A
、
B
、

c、
点
と
等
路
線
に
S
省
内
を
求
め

B
'
C
の
中
聞
を
M
r
点
と
し
た
。
先
づ
A
、
C
点
で
電
流
量
を
測
定
し
、
B
点
に
施

灸
5
火
、
そ
の
直
後
為
び
A
、

c、
点
を
測
定
、
B
点
に
史
に
才
火
施
灸
、
A
、

c

点
に
て
測
定
、
次
に
P
点
に
2
M
プ
ロ
カ
イ
ン
を
皮
下
、
筋
肉
に
』
E
2
注
射
し
た

モ
う
し
て
な
同
て
叉
B
点
に
施
灸
、
A
、
B
点
で
測
定
叉
B
点
に
施
灸
、
A
、
口
点

で
測
定
し
た
。

第
二
実
験
は
右
足
『
H

良
導
絡
上
に
A
、
B
、
口
点
と
等
距
離
に
3
点
を
求
め
E

C
、
の
中
間

t
r点
と
し
た
。

E
の
場
合
大
休
A
点
は
『
ユ
で
あ
り
、

C
点
は
『
ユ

で
ゐ
っ
た
.
第
一
笑
験
と
同
じ
く
A
Y
0
.
点
で
通
氾
抵
抗
を
測
定

.
B
点
に
施
灸

A
.
0
点
で
測
定
、

P
点
に
2
%
プ
ロ
カ
イ
ン
を
皮
下
、
筋
肉
に
際
射
、
そ
の
直
後

A
、
C
点
で
測
定
、

R
点
施
灸
A
、
D
、
点
で
測
定
し
た
。
日
同

川
実
験
成
総

絡 4じ
はな
プ〈
園、

カ A
イ J点
y 古去

で共

産量
さ流
れ訟

たが 16565657050BI 150印 印6065ω40耳
か t目ト 1 ，1 

の加目玉否認王百彦冨司 もFo良導絡」二白影響

様 し A点は F，~ ) 
でて B点はF，7lの附近
めいじ点はFJ6J 

るる
。 。に る験でする かい て的 第
プ ι 再。ではる。どるいよー
ロ のび注はf-ItιPう迫るり 、第
;}J 2施射 A 流と点Lか 心 ・ 4第 三
イ 例 灸 を 点 1査にじを的モ巡二年i
ンだ 、 し だ はよプし影れ心両
がけ B てけ玖つロら 告書で的実考
作で点 8 が少 て カ ベ 主 強 に 験
用みは分惜し 、 イ た 主主〈混と
しれ{可後加 ，、第ンわ I所作< {，按
た liれ にし 第ーをけ且i用影に
も良も B てニ笑 r:tで>!とし話器求
の唱~W;: i点い笑駁射ある Iて し心

第
一
実
験

A

刺
滋
前
の
町

流

量

咽

B
点
に
5
火

施

灸

面

絞

り

B
点
正
更
に
7
火
施
灸
直
後
四

P
点
民
プ
ロ
h
H

イ
ン
注
射
直
後
暗

B
点
K
5
火
焔
灸
直
後

m

ua
点
に
更
に
山
火
施
灸
直
後
お

初

分

後

拍

ー-13-

B .B.p B f!rJ 
点点点点散 lill
IC IC IC IC前三日
10 5プ Sの突
火火ロ火電駐
施施カ飽流
灸灸イ灸Jll
直直ン直
後後佳後

射
直

6560ま6050A 

第 8 表

か
、
水
ピ
け
で
も
E
の
様
な
結
果
が
出
る
も
の
か
、
或
は
、
や
は
り
B
点
で

b
相
当

即
時
山
部
が
現
は
れ
る
も
の
か
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ

て
決
定
す
べ
き
で
ゐ
る
。

第

四

項

結

剛

山

此
の
2
例
で
は
2
M
プ
ロ
カ
イ
ン
の
注
射
で
刺
激
の
影
響
が
遮
断
さ
れ
た
か
の
如

〈
恩
は
し
む
る

4
の
が
ゐ
る
。

業
の
六

第

一
項

緒

、
言

現
代
医
学
で
は
説
明
の
つ
け
よ
う
の
な
い
例
に
迎
過
し
た
D
で
.

一
例
で
は
あ
る

が
、
之
を
記
献
す
る

E
と
h

し
た
。
問
削
る
一
事
象
は
生
活
上
よ
く
ゐ
る

E
と
で
ゐ
る
か

ら
、
今

O
イ
O
ヨ
持
才
女
性
足
D
甲
『
三
部
位
を
強
打
談
、
モ
C
目
よ
り
、

食
慾
不

進
、
同
摘
が
起
り
.
明
喉
部
の
吋
C
Z
附
近
及
び
耳
の
前
司
主
同
附
近
前
頭
術
『

EM

司
aE
の
附
近
が
焔
む
、
モ
れ
に
乳
房

『
a
g附
近
が
痛
む
、

ζ

の
様
芯
症
状
が
凶
日

間
続
い
た
。
打
援
と
E
の
様
な
症
状
と
を
結
び
つ
け
る
と
す
れ
ば
‘
現
代
医
学
で
は

喰
川
断
然
と
シ

ョ
ッ
ク

に
よ
っ
て
そ
の
様
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
問
う
よ
り
外
に
考
へ

方
が
な
い
で
め
ろ
う
u

所
が
打
撲
し
た
所
が
問
。
良
潟
絡
ょ
の
可
乞
で
ゐ
り
.
痛
む

所
が
皆
同
。
良
潟
絡
上
に
ゐ
る
。

E
れ
は
可
三
の
打
談
に
よ
っ
て

可
。
良
導
絡
に
変
動

が
起
っ
た
と
考

へ
る
な
ら
、
若
者
等
の
研
究
上
都
合
の
よ

ω事
象
で
ゐ
る
o

今
ま
で

に
良
市
柑
絡
の
形
態
と
白
相
関
に
気
付
か
な
い
た
め
に
こ
う
し
た
例
を
沢
山
に
み
の
が

し
て
来
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
見
の
申
に
は
と
コ
し
た
強
い
変
動
を
起
さ
せ
る
所
が

ゐ
る
。

E
れ
は
古
法
白
柔
術
で
「
草
が
く
れ
」
の
当
て
と
制
は
れ
る
部
位
で
『
0
4

4

可
も
に
相
当
す
る
.
半
身
が
し
び
れ
勝
義
に
障
碍
を
与
え
る
処
で
ゐ
る
と
誌
は
れ
て

い
る
可
。
」
-
同
志
は
十可
。
良
導
絡
上
に
ゐ
り
、
同
ロ
良
導
絡
は
阻
裂
に
関
係
深
い
己
と

が
わ
'か
っ
た
C
で
後
述
し
た
。

ω

第
二
項
考
後
及
び
結
鰭

右
越
D
様
な
症
状
は
皆
』よ
良
導
的
同
上
に
於
宅
認
め
ら
れ
る
の
で
、
甲
.
0
良
導
絡
を

創
世
話
す
る
為
に

可
。
良
導
絡
上
む
『
a
a
じ

%
の
注
射
針
主
刺
入
し
陰
僚
か
ら
包
流
主

S
ミ
リ
い
れ
た
と
己
る
、
咽
喉
部
に
湿
感
が
起
り
、『
主
に
一
般
特
有
一
の
怨
(
「
は
り

ひ
ぴ
吉
」
の
制
〉
を
感
じ
‘
同
郷
及
び
可
。
昌
司
C
A
U

町
立
。
『
C

主

ア

E
C
D

打
撲

に
よ
る

一り
。
良
導
絡
の
変
動
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容
痛
も
止
っ
た
。
数
日
後
に
は
食
慾
る
普
通
と
な
っ
た
。
然
る
に
其
の
後
急
に
肥
満

L
rし
一
年
の
聞
に
∞
庁
間
色
体
重
が
増
加
し
た
自
律
神
経
D
拾
抗
バ
ラ
ン
ス
に
彰
響

す
る
と
と
は
他
の
種
々
の
事
柄
か
ら
考
へ
ら
れ
・
る
の
で
.
恐
ら
く
と
れ
が
関
係
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
良
導
絡
と
伺
じ
様
な
.
ハ
グ
・
1
ン
に
異
常
が
起
り
、

叉
そ
の
良
導
絡
を
刺
激
し
て
そ
の
症
状
が
消
失
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
良
導
絡
の
パ

タ
ー
ン
が
重
要
で
あ
る
と
と
を
物
語
る
も
の
と
い
っ

τよ
か
ろ
う
。

第
三
章

良
導
絡
と
内
臓
と
の
関
係

第

一

項

緒

・

一

世

田

・

良
導
絡
は
左
右
で
別
条
あ
り
、
大
休
左
右
対
称
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
形
と
し
て

は
凶
種
あ
る
。
と
の
M
種
。
形
態
は
「
良
導
絡
の
形
態
」
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

此
の
様
な
良
導
絡
は
健
康
体
に
於
て
も
現
わ
れ
る
が
、
特
民
間
臓
疾
患
を
有
す
る
患

者
で
は
著
明
に
現
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、

E
C内
臓
疾
患
で
は
特
に
ど
の
良
導
絡
が

よ
く
現
わ
れ
る
と
謂
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
疾
患
別
に
良
導
絡
の
現
わ
れ

た
型
を
分
類
し
た
。
其
D
分
類
取
扱
に
至
る
経
過
を
述
ペ
て
み
よ
う
。

第

二

項

質

験

川

賞

験

資

料

内
臓
疾
患
を
有
す
る
患
者
何
名

ω
賓
験
装
置

良
導
絡
探
索
用
装
置

ω・
寅
験
方
法

左
右
C
手
、
足
を
横
に
ぐ
る
/
¥
と
廻
す
様
托
し
て
測
定
、
一
番
電
流
量
の
多
い

所
か
ら
縦
に
遠
心
的
求
心
的
に
良
導
点
を
求
め
て
良
導
絡
を
み
つ
貯
出
す
。

川
開
質
験
成
績

0.肺
結
核
患
者

ω例
に
於
て
は
出
回
良
噂
絡
印
一
例
と
同
?
出
子
図
。
.
可
。
良
導
絡

各
1
例
が
現
わ
れ
た
。

O
あ
る
心
臓
疾
患
8
例
に
於

τは
国
ω良
導
絡
4
例
。
同
ω良
導
絡
5
例
、
国
H

良
導

絡
i
例
が
現
わ
れ
た
。

O
あ
る
小
腸
疾
患
2
例
に
於
て
は
出
A
V

良
導
絡
2
例
、
民
間
刷
良
導
.
絡
2
例
が
現
わ
れ
た

や
L

国
A
P
R
U

方
が
鮮
明

O
あ
る
大
腸
疾
患
4
例
に
於
て
は
出
。
良
導
絡
8
例
、
出
-
良
導
絡
1
例
が
現
わ
れ
た

(
代
表
良
導
点
で
は
出
。
の
方
が
鮮
明
で
あ
っ
た
)

O
左
心
下
部
(
牌
臓
部
〉
疹
痛
の
あ
る
2
例
に
於
て
は
吋
4

良
導
絡
が
2
例
現
わ
れ
た

O
あ
る
肝
臓
疾
患
4
例
区
於

τは
句
尚
良
導
絡
4
例
が
現
わ
れ
た
。

O
あ
る
腎
臓
疾
患
M
例
に
於
て
は
司
ロ
良
導
絡

ω
例
が
現
わ
れ
た
。

O
あ
る
跨
腕
疲
息
5
例
に
於
て
は
匂
俗
良
導
絡
が
6
例
現
わ
れ
た

0

0
あ
る
胆
嚢
疾
患
5
例
に
於
て
は
明
ロ
良
導
絡
が
5
例
現
わ
れ
た
。

O
あ
る
胃
疾
患
印
例
に
於
て
は
可
。
良
導
絡
9
例
、
司
-
良
導
絡
.
司
u

良
導
絡
各
1

・
例
が
現
わ
れ
た
。

.• 

0
あ
る
脊
髄
圧
迫
症
状
の
あ
る
患
者
1
例
に
於
て
は
出

H
t出
?
司
同
.1
司
。
良
導
絡

の
全
良
導
絡
が
鮮
明
に
現
わ
れ
た
。

第
一
三
項
考
按
及
び
結
語

肺
結
核
患
者
M
例
に
於

τ、
出
国
良
導
絡

ω
例
と
図
。
・
田
町
引
可
。
良
導
絡
各
1
例

が
現
わ
れ
た
と
あ
る
の
は
、
全
部
に
巴
-
良
導
絡
が
出
て
語
り
、
そ
の
外
に
出
0

・

出
F

句
。
が
現
わ
れ
て
ゐ
る
。
ど
れ
を
主
托
し
て
よ
い
か
判
断
が
難
し
い
の
で
ご
っ

と
も
と
っ
た
。

疾
患
は
皆
急
性
の
も
の
を
選
ん
だ
ι
そ
れ
は
そ
の
反
応
で
あ
る
良
導
絡
が
著
明
.
に
現

わ
れ
る
と
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
、
其
の
後
D
研
究
に
止
っ
て
慢
性
疾
患
で
は
良
導

絡
が
現
わ
れ
難
い
と
と
が
わ
か
っ
た
。
小
数
例
で
は
あ
る
が
以
上
よ
り
考
察
す
右
と

肺
は
国
H

心
臓
は
国
防
・
国
へ
・
小
腸
は
国
AP.-

出
α
、
大
腸
は
出
。
、
肝
臓
は
司

ω
¥
腎

臓
は
・
可
九
四
、
跨
腕
は
司
へ
肥
護
は
句
。
、
胃
は
句
。
D
そ
れ
ん
¥
良
導
絡
に
最
も
関
係

深
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
れ
は
古
典
と
大
休
に
一
致
し
て
い
る
の
で
、
随
っ
て
便
宜

上
、
国
H

良
導
絡
を
肺
良
導
絡
、
図
。
良
導
絡
を
大
腸
良
導
絡
以
下
問
じ
。
と
調
っ
て

も
良
い
と
調
う
と
と
隠
す
れ
ば
扮
は
し
い
と
い
う
よ
り
は
.
寧
ろ
便
利
で
あ
る
。
肺
浸

潤

P
数
例
で
は
患
側
の
み
良
導
絡
が
出
て
、
反
対
側
に
は
出
な
か
っ
た
。

叉
良
導
絡
.
は
所
々
切
れ
た
り
全
部
が
鮮
明
に
出
な
い
と
と
も
あ
る
。
と
の
様
な
関
係

と
臓
器
の
疾
患
部
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
今
後
研
究
し
た
い
。


